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1 .はじめに

20万分のl地質図幅「名古屋Jは，産業技術総合研究所地質調査

総合センターおよびその前身の工業技術院地質調査所が編集発行し

ている地質図幅のひとつである.本図幅は第1版が1956年，第2版

が1981年に刊行され，とれが第3版に当たる.本図帽の作成に当た

っては，主に最新の既存資料に基づき編集しているが，若干の現地

調査を実施して補足したa 特に，沖積層の細分と活断層の識別が第

2版と大きく異なる点である.

本図幅の作成に当たって，静岡大学理学研究科の南部拓未氏には

養老山地のジユラ紀付加コンプレックスに関する情報を，また元地

質情報研究部門の山口正秩博士には浪尾平野及び伊勢湾沿岸域の沖

積低地に関する情報を，それぞれ提供していただいた.これらの方々

に深く感謝申し上げる.

2.地形

20万分の 1r名古屋」地域は，近畿地方東部から中部地方西部に
位置し，名古屋市街域を東端に含んでいる.との地域は，近畿三角

帯 (Huzl弘 1962)とよばれる近畿中軸部の平野・盆地と山地列の東

端部からその東の濃尾傾動地塊(松沢・桑原， 1964)に当たる，鮮

新世以降の地殻変動が著しい地域である.山地と丘陵あるいは平野

との問には，大規模な断層が存在することが多く，明瞭な地形境界

が存在している乙とが多い.本地域のほぼ中央部には.東西幅15km

ほどの嘉晶山脈及びその南の帯計山地がほぼ南北に延びており，

1，200-6∞m程度の標高を示す.その東西両側には断層が存在してい
て，鮮新世以降の地層から構成される丘陵地や台地と接している.

鈴鹿山脈の北東側には北北西一南南東方向に延びた標高800-6仙 n程
度の養老山地があり，その東側は，養老断層によって形成された急

崖をもって濃尾平野と接している.濃尾平野は養老断層による傾動

沈降運動によって形成された大規模な平野であり，名古屋市街地の

易たりから東で台地~丘陵地となる.との丘陵地は南の知多半島ま

でほぼ南北に続いている.濃尾平野には木曽川，翼良JII， 晶長川と
いった大河川が北方より流れ込んでいる.河口域から南は伊勢湾と

なり，沿岸域には干拓地や埋立地が広がっている.また伊勢湾西岸

地域には海岸線と平行に南北に低地が続く伊勢平野がある.鈴鹿山

脈の北西側には，琵琶湖とその周辺の低地からなる近江盆地が広が

っていて，本地域内にはその中央部が位置する.近江盆地南方には

丘陵地と山地が広がっており 特に本地域甫西部には標高7∞-50伽n

程度の措葉山地がある.その南端には木津川断層帯があり，急崖を

もって小規模な上野盆地及びその周辺の丘陵地と接している.

(水野清秀)

3.地質
3.1 地質概説
本図幅地域は，先新第三紀の地帯構造区分によると西南日本内帯

に属し，美濃帯及び丹波待の付加コンプレックス，百義帯の変成岩

類及び深成岩類，両者を貫いて山陽帯の花尚岩類及び火山岩類が分

布する.付加コンプレックスは，ベルム紀の石灰岩・玄武岩，主と

して三畳紀から前期ジュラ紀のチャート.前期ジュラ紀から最前期

白亜紀の砂岩・泥岩などからなり，主にジユラ紀I~海溝陸側におい

て付加プロセスによって形成されたもので，鈴鹿山脈，養老山地，

名古屋市北方，琵琶湖南方などに露出している.領家変成岩は，こ

れらの付加コンプレックスが後期白亜紀に高温低圧型の変成作用を

受けて形成されたもので布引山地にみられる.この変成作用と関連

する領家深成岩類は鈴鹿山脈南部から信楽山地にかけて分布する.

後期白亜紀一宵第三紀に貫入あるいは噴出した山陽帯花欄岩類や湖

東流紋岩類と呼ばれる火山岩類は，鈴鹿山脈中部.信楽山地北部か

ら琵琶湖周辺の孤立した山地などに分布している.

乙れらの先新第三紀基盤岩類を覆って.瀬戸内中新統と呼ばれる.

下部に淡水成の地層を伴う海成堆積岩類が鈴鹿山脈南部から知多半

島にかけて点在している.また淡水成の地層からなる鮮新・更新統，

古琵琶湖層群及び東海層群が琵琶湖周辺や伊勢湾周辺などの丘陵地

に広く分布している.段丘堆積物はこれらの丘陵頂面や周囲の台地・

山麓部などに分布しており.沖積層は.琵琶湖周辺，護尾平野，伊

勢平野などの低地に広がっている.また近江盆地，諸島尾平野の地下

には厚い鮮新世~第四紀堆積物が埋積されている.

(水野清秀)

3.2 ジュラ紀付加コンプレックス(美濃帯及び丹波帯)
鈴鹿一養老山地，名古屋市北方，琵琶湖南方の小山地及び信楽山

地内に.ジュラ紀付加コンプレックスが分布している.主に.砂岩・

泥岩・チャート・珪質泥岩・石灰岩・玄武岩などからなる.石灰岩・

玄武岩とチャートの一部はペルム紀に形成された岩石であり.チャ

ートの大部分は三畳紀から前期ジユラ紀の堆積岩である，一方，砂岩・

泥岩は.前期ジュラ紀から最前期白亜紀に堆積した.これらの岩石は，

主にジュラ紀に海溝陸側における付加過程で複雑な地質構造を獲得し，

付加コンプレックスを形成した.

岩相や岩石の年代の違いによって 美濃帯のジュラ紀付加コンブ
ふZ注ふぜ司~ c ぜ

レックスは，JFAlユニット{中期ジュラ紀).AJFユニット(中期
ジユラ紀)，上周年生ユニット(中期ジユラ紀)，金山ユニット(後期

ジュラ紀一最前期白亜紀}に区分される(脇回， 2∞0).舟伏山ユエ
ットは鈴鹿山脈に広く分布し ペルム紀の石灰岩・玄武岩・チャー

トの巨大スラブから構成され，部分的に泥質混在岩を含むメランジ

ユである.久瀬ユニットは，主に鈴鹿山脈西麓に分布し，事E質混在
岩が卓越し，チャートのスラブをしばしば伴う.まれに玄武岩のス

ラブや砂岩卓越の砂岩泥岩互層などを伴う.上麻生ユニットは，下

位から砥石型珪質粘土岩，チャート，珪質泥岩，砂岩及ぴ砂岩泥岩

互層と重なる海洋プレート屑序が断層で繰り返す岩相と構造を特徴

とする.本地域では養老山地地域I~分布し，砂岩が卓越する.金山

ユニットは.最前期白亜紀の泥岩を含むメランジュで，泥質混在岩

からなる泥質部分と，チャートや砂岩などの巨大なスラブから構成

される.金山ユニットは，本図幅地域の北東部にわずかに分布する.

上麻生ユニットは，それぞれの地層・岩石は高角に傾斜しているが，

養老山地において波長30km程度の槽曲をしている.久瀬ユニットも

明瞭ではないが，同オーダーの槽幽をしていると推定される.舟伏

山ユニットは，久瀬ユニットや上麻生ユニットの上に衝上断層で構

造的に重なっている.

琵琶湖南方の小山地及び信楽山地内のジュラ紀付加コンプレック

スは，丹波帯I型地層群に属し，主に砂岩泥岩互層・泥岩・チャート・

砥石型珪質粘士岩・石灰岩からなる.チャートが最も卓越しており，

地質図には示していないが，泥質混在岩や玄武岩もわずかに分布し

ている.

(脇田裕二)

3.3 後期白亜紀変成岩類(領家変成岩)
領家変成岩は美浪ー丹波帯のジュラ紀一白亜紀付加体が後期白亜

紀に高温低圧型の領家変成作用を受けたもので，本図幅地域内には

鈴鹿山脈南部の布引山地周辺に分布する.新期債家深成岩類により

貫入され，中新統・鮮新統などに覆われる.地質構造は全体として

北西一南東から東西走向で，構造的下位にあたる南部では見かけよ

北東へ傾斜する等斜構造，構造的上位の北東部では背斜向斜が繰り

返す槽曲構造をなす.本図幅では吉田ほか (1995)，川辺ほか (1悌6)

に従い，領家変成岩を岩相により下部制。と上部倒2，地)に区

分した.領家変成岩の原岩は， Ml・胞は主に砂岩泥岩からなり，構

造的最上位にあたる北東部(抽)は石灰質砂岩を含む砂岩泥岩から

なる.他に少量のチャートとごく僅かの苦鉄質火山岩・石灰岩を含む.

領家変成岩はいずれも岩石名では片麻岩に相当し，下部 (Ml)は層

状花樹岩賀岩(リューコゾーム)を伴うととが特徴である.変成作

用については高橋・西岡 (1994)，Kawakami (2∞1)， Kaw紘担iand 

Kobayashi (2∞6)の研究がある.変成作用は角閃岩相で，花闘岩に

よる接触変成を除き珪線石カリ長石帯とざ〈ろ石蓋育石帯の2帯に分

帯され，両帯の境界は地質図の上部伽zとM3)内の下部よりの位置
にある(Kawakami，2閃1). またSuzuki犯dKaωα∞8)はモナザイ
トの口fiME年代値80-100Maを報告している.花樹岩による接触変

成のため，非変成付加体との間にある低変成度の帯は本図幅地域内

では識別されていない.

(竹内室史)



3.4 後期白亜紀一暁新世火成岩類
3.4.1 領家深成岩
領家深成岩は領家変成岩~::密接に伴って分布する深成岩で，後期

白亜紀の領家変成作用と同時期あるいはその前後に貫入したと考え

られる.本図幅地域では南西部~::広く分布する.領家深成岩は花筒

岩類を主とするが斑れい岩や閃緑岩などの背鉄質岩類もしばしば産

出する.領家漂成岩は産状と貫入時期から大きく 4つのステージに

区分でき(高橋ほか， 2∞6:困結庄ほか， 1985など)，本図帽ではそ

れらを古いほうからj頓に領家深成岩I-IVと呼ぶ.なお，本図幅で

用いる深成岩類の名称はIUGSによる分類 α..eMai佐久 2002)に従っ
ている.

領家深成岩 Iは，顕著な片麻状構造を有するトーナル岩一花筒岩

を主とし，一部斑れい岩類を伴う.本図幅地域では議室トーナル岩

が相当する.放射年代値としてはジルコンのU-Pb年代として87-

92Ma (石坂， 1969:南隣「伊勢」図幅地域内)などが得られている.

領家深成岩Eは.中一組粒の塊状花岡閃緑岩ーモンゾ花岡岩を主と

し，しばしば弱い片麻状構造を示す.比較的規模の大きな岩体を形

成する.また.単一岩体において少量の同時性の閃緑岩類を伴うこ

とがしばしばある.茄菜花樹閃緑岩信楽花筒岩研室花樹岩龍

計百花商岩及ぴ髄嘗寺花樹閃緑樹t相当する.放射年代値として柳

生花商岩の錨地及び信楽花樹岩の68.4-72.6Ma(黒雲母の跡&年代:

早瀬・石坂， 1967)などが求められている.

領家深成岩Eは，ストック状の小岩体として産する.塊状一弱片

状の細一中粒トーナル岩一花欄閃緑岩が主で，一部花商岩も含む
のの医ちゃま

野登山花尚閃緑岩，金場トーナル岩及び荒木花欄閃緑岩が相当する.

領家深成岩Wは細粒黒雲母モンゾ花商岩を主とし 白雲母を含

むことも多い.本図幅地域で商品花樹岩が相当する.

3.4.2 山陽帯花嗣岩類

山陽梅花崎岩類 αshihara， 1971) は後期白亜紀に丹波帯や美濃帯
に貫入した花岡岩類である.これらの花岡岩類は貫入時期や岩相，

鉱床の特徴から6つに区分でき (高橋ほか， 2【崩など)，本図幅には

その4番目の区分に相当する岩体が分布する.この区分の深成岩類は.

粗粒の黒雲母花両岩を主とし，細粒相を含む.本図幅内では鈴鹿花

筒岩館荷花樹岩岳品花商岩首宝花岡岩答鼠蓉斑状花闘岩

石子山花嗣岩，島長花嗣岩及び首木・3二在花両岩が相当する.放射
年代値としては，鈴鹿花商岩の79.7士3.5Ma及び94.5士1.4Ma(Rb-Sr 

全岩アイソクロン年代:沢岡ほか， 1994)，野洲花樹岩の69.7:i3.5Ma 

(黒雲母のK-Ar年代・沢回・板谷， 1悌3)などが得られている.

3.4.3 湖東流紋岩類

琵琶湖の南東に分布する後期白亜紀一瞬新世の火山岩類である.

岩脈の貫入時期や不整合などを基準に大きく 2つに分ける乙とがで

きる.なお，とれらの岩脈も含めて湖東涜紋岩と呼ぶとともあるが，

本図隔では区別して示した.

湖東灘紋岩 Iは，鈴鹿山脈西鶴に分布する.輝石，角閃石，黒雲

母を含む流紋岩ーデイサイト溶結凝灰岩を主とする.量、首溶結凝灰

岩ゃ長自溶結凝灰岩などが相当する.放射年代値としては萱原溶結

凝灰岩の64-70Ma(全岩のK-Ar年代:原山ほか， 1989)及び57-

71Ma (ジルコンのフィッション・トラック年代:伊藤， 1989)など

がある.

湖東涜紋岩Eは，近iI盆地に点在して分布し.平野部岩体と呼ば

れる.角閃石や黒雲母を含む流紋岩溶結凝灰岩を主とする.奥島山

溶結凝灰岩，競割出溶結凝灰岩，穴最古火砕岩.荒神山溶結凝灰岩.

沖島溶結凝灰岩，宮ヶ浜溶結凝灰岩などが相当する.放射年代とし

ては.奥島山溶結凝灰岩の57.3士2.9陥及び60.7士3.0胸.瓶割山溶結

凝灰岩の58却施(ジルコンのフィッション・トラック年代:伊藤，

1989)などがある.

3.4.4 岩脈

後期白亜紀~古第三紀の岩脈は，他の火成岩類との地質学的な関

係や放射年代を参考に2つに区分した.

岩脈Iは.湖東涜紋岩Eの噴出以前の，およそ76Maより前に貫入

したと考えられるもので，斑状の輝石含有黒雲母花闘岩や単斜輝石

角関石黒雲母トーナル岩などからなる.業運石英斑岩ゃ藷3覧トー
ナル斑岩などが含まれる.

岩脈Eは，湖東流紋岩Eの噴出以降の，およそ76Maより後に貫入

したと考えられるものを主とするが，貫入時期の不明な一部の岩脈

もとれに含めた.斑状の角閃右含有黒雲母花商岩や斑状の角閃石黒
いぬがみ

雲母花筒岩などからなる.犬上花尚斑岩などが含まれる.放射年代

償としては犬上花岡斑岩の55.5土5.0Ma (ジルコンのフィッション・

トラック年代:伊藤， 1989) などが得られている.

(西岡芳晴)

3.5 中新世堆積岩類(瀬戸内中新統)
西南日本に広く分布する海成中新統は晶声丙中新統と呼ばれ，本

図幅地域にも鈴鹿山脈周辺などに分布する(吉凪 1992;糸魚川・

柴田 1992).分布地域が分かれているためそれぞれに地層名が付け

られており 鈴鹿層群.竺毒層群.;荷層群・荷量層群・宇遍層

仏峠層など及ぴ知多半島の前蕗層群がある

これらは鈴鹿層群の下半部が湖成層である以外は，前期中新世末

から中期中新世初頭(浮遊性有孔虫化石届序のN.7からN.8)の海進に

伴って堆積した海成層からなる.本図幅ではとれらを，淡水成層か

らなる下部，浮遊性有孔虫化石属序のN.7にあたる中部，同N.8の上部

に3区分した(第1図).

なお，本図幅ではできるだ吋JISA 0204及び日本地質学会「地層命

名の指針J(2000)に沿うよう，原典の地層名に層(累層〉・部層が

明記されていない場合には層・部層をつけた地層名とし，阿波層群

の各部層は層(累層)として扱った r上部累周」などの名称は好ま
しくないとされるが原典のままとした.

3.5.1 鈴鹿層群

鈴鹿層群は鈴鹿山脈中央部の亀山市加太・関町地域に分布する.

下部・中部・上部の3累層に区分されている(宮村ほか， 1981;吉

田ほか， 1995).下部累周・中部累層は，各地に分布する他の瀬戸内

中新統よりも古い湖成層である.

西部の晶芙盆地には下部累層・中部累周が分布し，これらは宮村

ほか (1981)，吉田ほか (1995)により 5部屑2岩相に細分されてい

る(第1図).下部累層は層厚4∞一白n，中部累層は1，忽肋nで，磯岩・

砂岩・泥岩からなり石炭層を挟有する.東部の関町地域には中部累層・

上部累属が分布し，上部累層は層厚500m以上の砂岩・泥岩からなる

中部累層は3部層，上部累層は2部屑に区分され，中部累層・上部

累層がそれぞれ1回の堆積サイクルを示す(宮村ほか， 1981:吉田

ほか， 1995). 

3ふ2 一志層群

一志層群は津市西部から甫隣「伊勢I図幅地域にかけて広く分布

する.堆積盆地の主部では下位より義議層・議最眉・大井層・片困

層の4累周に区分され，家城層は波瀬層・大井層下部と同時異相関

係にある.各層はそれぞれ2ないし3の部周・岩相に細分されてい

る(柴田， 1967;吉国ほか， 1995).大井層は盆地北辺部では粗粒な

4部層が区分されている(吉田ほか 1995) .一志層群は厚さ数十四

から数十mの泥岩・砂岩・礎岩からなり流紋岩質凝灰岩を挟有する.

本図幅地域には一志層群分布域の北半部が含まれ，波瀬層を除く 3

層が分布し金層厚は1，2仙 n以上に遣する.

3ふ3 鮎河層群

鮎河層群は鈴鹿山脈西部の甲賀市地域に分布する.機岩・砂岩・

泥岩・凝灰岩からなる周厚3同一75加の海成層である.土山層・黒川

層・丸岡谷層の3累層に区分され，さらに土山層は2部届.黒川層

は5部層，丸田谷層は2部層に細分されている(育田， 1978).貝化

石などを多産する{村松， 1992など)が，時代対比に有効な微化石

の産出はわずかで，凝灰質な岩相により鮎1可層群の下半部が一志肩

書草下半部に対比されている(宮村ほか.1981). 

3.5.4 阿波層群
危@ぴ

阿波層群は下位より東谷畑層・子延眉・平松居・梅野層に区分さ

れる(吉田ほか， 1995).厚さ数mー数十mの礎岩・砂岩・泥岩から



なり涜紋岩質凝灰岩を挟有する.層厚は55伽nである.最近，藤原

ほか ω005)は，子延層と平松層を一括して平松層と再定義した

ほか，従来チャネル構造と考えられていた根野屑基底の浸食面を，

構造差をもっ不整合とみなしている.本図幅では，東谷畑層・子

延層を下部 (S7)，平松層・横野層を上部 (S14) I~区分した.

3.5.5 千種属

千種屑は鈴鹿山脈東縁に沿って一志断層系に切られながらごく

狭長に分布する(宮村ほか 1981 ;原山ほか 1鈎9).吉田 (1987)

によれば下位より舗萌前砂岩泥岩部層智郡?泥岩部層畠昔

話蹟砂岩部層の3部層に区分される.金屑厚は少なくとも250m以

上ある.いずれも海成層で.浮遊性有孔虫化石に基づき杉谷川部

層がN.8下部，尾高高原部層カ'1N.8上部である.

3ふ6 仏峠層など

鈴鹿山脈の稜線には各所に穣層が散在する.仏峠層は「亀山」

図幅の宮越山の尾根に分布する厚さ60mの礁岩砂岩屑である.従来

は中新統より新しい地層と考えられていたが(西川ほか， 1980)， 

宮村ほか (1981)は岩相から西方に分布する鮎河層群下部 中部

に対比している.」鯵所山図幅地域でも闘がごく小規模に散

在し，地質図には政所磯屑のみを示した.

3.5.7 師崎層群

知多半島南部に分布する師崎層群は，下位より白骨量・豊浜・

苫毒.商品の4層に区分される(近藤・木村， 1987). このうち日

間賀層の大部分は東隣「豊橋I図幅地域に分布する.いずれも砂

岩泥岩互層を主とする.微化石及び古地磁気による地質時代は，

浮遊性有孔虫層序のN.6-N.7，珪藻屑序のC5Dすなわち17.6胸前後

頃である(Hayashida，1986; Yoshida， 1991;伊藤ほか， 1999). 

分布地域が離れているため，鈴鹿山脈地域の中新統との岩相対比

は不確実である.

(竹内圭史)

3.6 鮮新世一中期更新世堆積物(古琵琶湖層群・東
海層群など)
本地域には，鮮新世以降形成された内陸竣の堆積盆地が広く分

布していて，上野盆地及ぴ近江盆地を中心とする地域と浪尾平野

及び伊勢湾周辺地域に分けられる.との2つの地域の丘陵地を構

成している地層は.それぞれ古琵琶湖層群及び東海層群と呼ばれ(石

田・横山， 1969)，どちらも淡水成のシルト層，砂層，.層の互層

からなる地層である.古琵琶湖層群では， 50-100万年程度の間隔

で，堆積場の移動や層相の大きな変化があり，それらを基に地層

区分がされているが.ことでは吉川・山崎(1998)の地層区分に

従った.また本図幅では，第2図に示すように地層境界の年代を

指定して5つの時代の地層に区分して図示した.一方.東海層群

では，地層区分は層相に基づいていて.側方の変化が淑しいため，

地層境界と時間面とは斜交している場合が多い(吉田， 1990など). 

そこで，古琵琶湖層群とほぼ同じ時間スケールで.第2図に示す

ように5つの時代の地層に区分した，東海層群の地層区分は，研

究者間でかなり異なっているが，主に5万分の1地質図幅で用い

られた区分と地層名を使用した.なお，地層名は，従来使用され

ている名称， r累層J， r礎層」などを「層J， r礎部層Jなどに変
更した.両層群には，対比できる広域テフラが多数挟まれていて，

これらと植物化石・晴乳動物化石属序やテフラの年代測定結果な

ど(吉川・山崎， 1998;吉岡， 1993など)を総合すると，東海層

群がおよそ5地頃から.また古琵琶湖層群がやや遅れて4.5陥頃に

堆績を開始したと推定される(第2図).なお琵琶湖や濃尾平野は

現在での堆積場であるが.そこでの堆積物は古琵琶湖層群や東海

層群とは区別されている.

古琵琶湖層群は.上野盆地を中心としてまず上野層，伊賀層が
あ司令書

堆積した後，より北方の甲賀地域(阿山層，甲賀層)，琵琶湖南方

(譜圭風草津層)，琵琶湖西岸(壁品風品毒登層)を中心とす

る地域へと，時代と共に堆積場を順に移動させている(吉川・山崎，

1998 :橋本ほか， 1998など).伊賀層堆積時には.信楽山地及びそ

の甫に信楽礎(部〉層・北又礎(部)層と呼ばれる湖東涜紋岩礁

を多量に含む磯層がみられ(横田ほか， 1978)，また阿山層・甲

賀層では湖沼堆積物が発達している {川温.1981など).草津屑

及び伊香立層では，砂磯層が卓越している(古琵琶湖団体研究グ

ループ 1977. 1981;田村ほか 1993 吉川 ・山崎 1伺8など)• 
本図幅地域における東海層群の最下部層準(壷宣層，茜脊蓉
.+Il 

屑及び小山層)は，機層を主体とし，知多半島南部及び鈴鹿山脈

南部の東縁に量露出している.鈴鹿山脈の山稜部に分布する穣層の

一部もとれらの層準に相当する可能性があるが 本書面では中新統

とみなした.さらに上位に重なる語審鳳請蹟層などのシルト層，

砂層を主体とする層準は，名古屋東部，知多半島や伊勢湾西岸丘

陵に広〈分布する(牧野内， 1975;吉田， 1990など).養老山地
tc: 015_< 加し相

南縁に分布する磯層主体の美鹿層及び石樽層の年代は正確に把握

できないが.この届準に含めた.鈴鹿山脈南東の丘陵に分布する

亀山層は， との層宣告を含めてさらに上位の広い層準を占めている

が，地質図では野村火山灰層(宮村ほか， 1981)を境に，上下2

屑噂に区分した.野村火山灰層は，知多半島常滑屑最上部に挟ま

る天神地火山灰層{吉岡・尾崎， 1鰯)に対比される(吉川，制，1). 

したがって亀山層上部から上位の層皐は，伊勢湾西岸~養老山地

西部丘陵地域にのみ露出することになる.亀山層上部に相当する

地層は養老山地南部では，告轟風市之原層などと呼ばれている.

さらによ位の地層は，桜村層(大泉層)，菜長層(芳畠層)など

に区分されている.このうち米野層層準には砂礎層が広く発達し

ている(吉田.1990など). 

古琵琶湖層群と東海層群に挟まれているテフラのうち，広域テ

フラとして重要なZnp一大国テフラ(約3.9Ma)，土生滝 1-MT2 

テフラ(約2.8地) 恵比須峠ー福岡テフラ(1.75Ma) (里口ほか

1卿など)に対比される蹴E一向語一大谷一大田一上野火山灰

層(脳相撲I一蹴む一瞬I火山灰層 (S札五軒茶屋

一議主筆一北脇一筆乏畠-轟品問一杉谷E火山灰層(白)(吉JII

ほか， 1991;里口ほか， 1999;吉川1，2001など)の分布を地質図

に示した.
からや定

名古屋市街地東部の丘陵地には唐山層及びその上位に重なる

え拳屑，知多半島北部には晶呆畠周と呼ばれる砂様周主体屑が分

布している.これらは東海層群下部(常滑届など)を不整合に覆

っているが，米野層層輩あるいはそれより新しい層構と推定され

ている(坂本ほか， 1錦4など).

3.7 中期更新世一完新世堆積物
3.7.1 段丘堆積物

(水野清秀)

本図帽では段丘堆積物を形成年代によって，中期更新世後半に

堆積した高位段丘堆積物.後期更新世前半(最終間氷期)に堆積

した中位段丘堆積物および後期更新世後半~完新世前半{最終氷

期~後氷期)に堆積した低位段丘堆積物l三大別したなお，本地

域の段丘堆積物からテフラや1'C年代など良好な年代指標が得ら

れることは少ないが，テフラ，堆積物や表土の色調が詳細に記さ

れている資料(池田ほか， 1991;阻mura，1971， 1972， 1973; 

牧野内， 1980， 1鎚5;各地質図幅など)を参照して区分した.

高位段丘堆積物は，著しく風化した礁を含み，赤褐色土を伴う

段丘面を構成する堆積物を一括したものである.本図幅では複数

の段丘面構成層を総称し.知多半島の護基層や伊勢平野の覧量笛

層など，下位の東海層群や古琵琶湖層群を不盤合に覆い丘陵頂部

を構成する中部更新統(最高位段丘堆積物)も高位段丘堆積物に

含める.武豊周とその一段低位に段丘面を構成する亀崎段丘堆積

物には海成堆積物が挟在する.

中位段丘堆積物は，風化礁を有し黄褐色(一部赤褐色)土を伴

う複数の段丘面を構成する堆積物を一括したものである.名古屋

市街地の鮎層や伊勢丘陵鵬部の中位駈堆積物{鱒駈屑・

友畠面堆積物など〉は混成粘土層を伴う.熱困層の海成粘土層を

覆う河川性堆積物には御岳第1 (約1ω'ka:町田・新井， 2∞3) 
及て湘岳辰野などのテフラカ犠在し(名古屋地盤調査研究会， 1銭湯1)， 

これが最終閑氷期の堆積物であることを示している.濃尾平野の

北京都で熱回面より一段低い段丘面を構成する小牧襲層(名古屋
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第1図瀬戸内中新統の層序区分と対比
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*:本国幅地域にほ分布しない
(N.且)等:j!!I造住有孔虫層序区分(Blow.1969)
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第2図鮮新・更新統の層序区分と対比
国民小宜主Fはテフラ名

層序区分は主に吉川・山崎(1998)及び各5万分のl地質図幡に基づく.
テフラの対比は，吉川ほか (1991)，里口ほか (1999)，吉川 (2001)，田村ほか (2005)などによる.



地盤調査研究会， 1969)は，木曽川泥流堆積物(約52-55ka:中村

ほか， 1992)に覆われるととから中位段丘堆積物に含めた.伊勢丘

陵の大部分と近江盆地および上野盆地の中位段丘堆積物は河川性の

堆積物からなる.このうち信楽盆地の崖錐堆積物中には阿蘇 4テ

フラ (85-90ka:町田・新井， 2003)が挟在することが報告されて

いる(中野ほか， 2003). 

低位段丘堆積物は.風化程度の弱い磁を含む河川性の堆積物から

なり.薄い褐色ないし黒色の表土を伴うものの糧~赤色表土は伴わ

ないという特徴をもっ，複数の段丘堆積物を一括している.伊勢平

野では.低位段丘商を覆う黒色表土の基底付近の層準から姶良Tnテ

フラ(AT : 26-29ka :町田・新井， 2003)起源の火山ガラスを検出

している(片岡・吉川.1997). また近江盆地の各地(植村・横山，

1983)や信楽盆地(中野ほか， 2003)で， ATが挟在するととが確認

されている.

3.7.2 沖積層

本図帽では最終氷期の海水準低下期以降に堆積して現在の沖積面

を構成する地層を沖積層として記載する.地質図では主に地形に対

応して浜堤・砂丘堆積物，後背湿地堆積物，旧河道堆積物，自然堤

防堆積物.扇状地堆積物.谷底低地権積物に細分した.細分にあた

っては，国土地理院発行の土地条件図や各地質図幅などを参照した.

地質図に表現される上記各堆積物の多くは完新世後期の気候と海水

車が安定した時期に堆積したものである.波尾平野の大垣市街地よ

り南西や伊勢湾西岸域の地下では，広い範囲に完新世中期の海成泥

層が挟まれており(海事者.1979など).沖積層の厚さは浪尾平野で最

大帥nに及ぶ.近江盆地には最終氷期の廊櫨質堆積物を整合に覆って

更新世末期以降の砂や泥の互層を主とする堆積物が分布する(関西

地質調査業協会地盤情報データベース作成委員会・小松原.2∞の.
(小松原弱。

3.8 平野の地下地質
濃尾平野地下には中新統を覆って最大層厚1，50Om以上の未~半固

結堆積物(東海層群および中部更新統以上の地層)が分布する.そ

の上半部は側方連続性の良い砂礎質層と海成層を含む泥質層の互層

からなり，海津ボーリング (GSトNB-l)では，この互層中に小林笠森

テフラ (GL-415m，520-530ka:町田・新井， 2003)や猪牟田アズ

キテフラ (GL-577m，850ka)ほかの広域テフラが挟在する(須貝ほ

か， 1999a).各地屑は緩やかに商傾斜する構造を示し，渡尾平野西縁

近くで最も厚くなると推定されている(桑原， 1968， 1980;須貝・

杉山， 1伺9).

近江盆地地下及び琵琶湖湖底下には先新第三系を覆って.古琵琶

湖周群から沖積層までの最大層厚1，4ωm余りの陸~湖成堆積物が分

布する(竹村・横山， 1989). この堆積物中には多数の中期更新世~

完新世テフラが挟在する(吉川・井内 1991 ;烏丸地区深層ボーリ

ング調査団編.1999;大久保， 2∞7など).また琵琶湖底にみられる
厚い粘土層は，現在の琵琶湖西岸地域が隆起場に転じる古琵琶湖周

群伊香立居堆積の頃 (50-40万年前)から堆積している(吉川・山崎.

1998) .近江盆地の地下構造は全体として琵琶湖の西縁に向かつて緩

やかに傾斜している(植村・太井子.1990). 

(小松原弱。

4.活断層

本図帽では第四紀後期の地層や変位基準となる地形面を変位させ

る断層を活断層として記した.活断層の認定やその位置は，強自資

料のほか岡田・東郷編。000)，池田ほか編 (2002)，国土地理院の

都市圏活断層図および地質図幅などの資料を参照した，なお第四紀

後期の変位基準を欠くものは地質断層として図示したが，特に古琵

琶湖屑群や東海屑群を変位させる地質断層の中には第四紀後期に活

動したものが含まれる可能性がある.また地層の擦幽帯として現れ

ている地域も，地質図では断層として表現した.伊勢湾，琵琶湖底

に伏在する活断層についても，海上保安庁の海底地質構造図，岡田

ほか(2000).植村・太井子 (1四0)などの文献を参考にして表示し

た.

本図幅内の活断層のうち，養老山地東縁から伊勢平野東部に延び

る養老 桑名一四日市断層帯と近江盆地西縁を画する琵琶湖西岸断

層帯(主要部は本図幅外)は，それぞれ長さ数十km以上の長大な活

断層系を構成し，ともに平均変位速度が 1m!千年以上という活動度
の高い断層である(池田ほか， 2002;植村， 2∞1など).両断層の東
(沈下)側では第四紀後期に広域的な傾動運動{浪尾傾動地塊運動:

松沢・桑原， 1964，及ぴ近江傾動運動:植村.2∞1)が生じている.
養老ー桑名断層の最新活動は，中世以降(1586年天正地震が有力候

補として挙げられている)と考えられている(須貝ほか， 1999b). 

そのほかの活断層は長さ30km以下のものが多いが，上野盆地北縁を

通る木津川断層帯は，苅谷ほか (2000)のトレンチ調査や歴史記録

から1邸4年伊賀上野地震倒=711'仕酬)の起震断層と考えられている.

(小松原琢・水野清秀)

5.地下資源

本地域の地下資源には中生代の付加体(美浪・丹波帯)に伴う鉱

床(層状マンガン.石灰岩.珪石)，白亜紀の領家深成岩類に伴うペ

グマタイトまたは熱水性鉱床がある.中生界に含まれる石灰岩と花

筒岩に伴う長石，花関岩起源の粘士がこの地域の地下資源を代表する

各資源の記載は主に5万分の1地質図幅に基づいており，以下では
文献の引用を省略した.

美濃・丹波帯の付加体堆積物には層状マンガン鉱床が含まれ，各

地で採掘が行われた比較的規模の大きかったものとして大掘鉱山(彦

根東部地域)と朝日谷鉱山(御在所山地域)があり，その他に弥栄

鉱山(亀山地域)，三雲鉱山(水口地域丸山田鉱山(上野地域)，五

百井鉱山(近江八幡地域)，養老鉱山(禅島地域)があげられる.と

れらの鉱山は昭和幼年代にすべて閉山している.

美濃・丹波帯に含まれる石灰岩を稼行する鉱山としては，藤原鉱

山(御在所山地域)，佐目鉱山，枝折鉱山(彦根東部地域)，鈴峯鉱山，

庄内鉱山(亀山地域)および三重ドロマイト鉱山(御在所山地域)

が存在する.現在までのと乙ろ開発は行われていないが，彦根東部

地域には霊仙山を中心とする南北約7km，東西約1.6km最大層厚

5ぽ加に遣する石灰岩の巨大岩体が分布する.付加体に含まれるチャ

ートは御在所山地域でセメント原料用珪石として利用されている(大

貝戸鉱山).

領家花商岩類の貫入に伴う鉱床としては，信楽花閥岩や田上花樹

岩に伴われる長石鉱床(雲井，大福，畑長，日産信楽，信楽中野，

阿山，白水の各鉱山)，鈴鹿花樹岩ペグマタイトに付臆する石量鉱床(桂

畑:樟西部地域)，鈴鹿花樹岩中の珪石・長石鉱床(子延，広瀬， 鈴

鹿，滋賀甲賀の各鉱山)，蛍石鉱徴地，花商岩に伴われる熱水性鉱床

がある.石墨鉱床は昭和10年代前半，珪石・長石鉱床は昭和20年代

前半に稼行された.亀山地域の長石鉱床は昭和50年代に休止または

閉山している.御在所山地域の熱水位鉱床は鉱脈型であり，銅・鉛・

亜鉛を対象とした治国，茨川蛇谷，御池他の鉱山があり，江戸時代

から昭和30年代まで稼行されている.

亜炭は中新統の鈴鹿層群，鮮新統の束梅肩書草(津西部・桑名・半田・

名古屋北部・師崎地域)，古琵琶湖層群(水口・上野地域)から昭和

30年代末まで採掘が行われた.

鮮新・更新統に含まれる火山灰は棒西部地域や近江八幡地域，桑

名地域，半田地域で磨き砂として明治から昭和にかけて利用されたが，

現在では業者数，出荷量とも滋減している.

花嗣岩起源の砕屑物からなる古琵琶湖周群中の粘土や砂は耐火粘

土や珪砂原料として水口地域(三郷山三郷山大原滝谷根組原

模山各鉱山)や上野地域(昔柔蓉笛三光川本法華上野柳瀬

謀者各鉱山)，近紅八幡地域で採掘されている.桑名・津西部地域の

東梅層群や段丘堆積物中の粘土は焼き物(久居瓦，久居焼，阿漕焼，

万古焼)に利用された，師崎地域の段丘堆積物野間属の砂は鋳物用

珪砂として，師崎地域の武豊屑や半困地域・四日市地域の東海層群

のシルトもせっ器粘土として利用されてきた.

砕石資源としては領家変成岩の砂質・泥質グラノフェルス(亀山・

捧西部地域).美混一丹波帯の堆積岩類(水口・近江八幡・名古屋北

部地域)や玄武岩類(御在所山地域)がコンクリート周，道路用骨

材や埋め立て用材料に利用されている.鈴鹿花商岩や野洲花闘岩，



荒木花樹閃緑岩は.以前は石材として利用された.古琵琶湖層群の

信楽磯部層は砂利資源として水口地域で利用されている.

本地域内の温泉としては，鈴鹿山脈内の花商岩地域に位置する湯

の山温泉(御在所山地域).布引山地東部の中新世堆積岩分布地に

ある榊原温泉(津西部地域)などのほか，渡尾平野中・西部に長島

温泉に代表される複数の温泉がある.後者では地下約1，000-

1，90Omの東梅層群下部に含まれる高温深層地下水をくみ上げて利

用している.天然ガスとしては，琵琶湖東岸地域，浪尾平野西縁部

及び木曽川下流地域などにガス徴候地あるいは産ガス地がみられる

(地質調査所編.1957). 

(渡辺寧)

6.重力異常

重力データは以下の要領で編集を行った.編集面積は約7，026凶 t
編集に用いた重カデータの総数は約10，153点である.今回の層集に

ついては，日本重力CD-ROM(地質調査所.2000)による地質調
査所と新エネルギー・産業技術総合開発機構のデータ，名古屋大学

及び京都大学の測定資料 (Gra:討tyR創出chGroup泊Sou白.westJa抑止
2001)及び国土交通省国土地理院の閲覧資料を用いた また，伊

勢湾と琵琶湖については海底重力計によるため通常の陸域測定と統

ーした精度で編集されている.

本地域には花耐岩や変成岩を主体とする基盤岩，木曽三川河口を

0.0 1竺千円心J8.0 
第3図

含む浪尾平野や琵琶湖を含む近江盆地の沖積平野が分布し.表層

密度は変化に富み，ブーゲー異常(重力異常)の仮定密度(補正

密度)は，平均的な2.3g1an3を採用した
重力異常は，フィリピン海プレートの沈み込みによる南から北

に向かって重力異常が小さくなる広域傾向面を除けば，概ね地形

と相闘を示している.地衰の地質との対応がよく判るように上方

接続残差重力図を示す(第3図).深部構造による長波長成分の

重力異常は1kmの上方接続値により除去したため，地表付近の

構造が抽出されているものである.負の領域には影を付けて表示

しである.養老山地や鈴鹿山脈は4-6mgalに達する正の領域と

なっており，中生層基盤岩類の分布と整合している.また，養老

山地から南南東へ延長した知多半島の西側の伊勢湾にも北北西一

南南東に伸びた正の領域があり，中生層基盤岩が浅いととろに伏

在していると考えられる.養老山地東方の揖斐川沿いには，第3

図で最小の-4mga時l下の北北西一南南東に伸びた負の領域が見ら
れ，養老断層を境として基盤の大きな落ち込みを示している.養

老山地と鈴鹿山脈に挟まれた低地にも-4mgalW，下の負の領域があ

り，地溝橋造を示している.上野盆地から水口丘陵を経て琵琶湖

に歪る鈴鹿山脈の西方には南北に伸びた負の領域が見られ，基盤

の傾動運動に伴って生じた古琵琶湖の北進と関連付けられる(西

村ほか.1995). 

(駒海正夫)

lkmの上方接続残差重力.負値には.影を付けて表示.コンタ一間隔は. lmga1 (ミリガル).
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